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「あれから１年がたつんだねぇ」　この夏、生活支
援相談員が訪問にお伺いするなかで、よくそんな会
話になりました。震災を経験した多くの人に共通す
る気持ちではないでしょうか。
中でも家族を失ったり住み慣れた自宅で暮らせな

くなったりした方々にとってのこの１年は、到底言
葉にできないような困難を伴うものだったと思いま
す。
生活支援相談員は、民間アパートや公営住宅など

を仮設住宅に準じる形で活用した、いわゆる「みな
し仮設住宅」にお住まいの世帯や、農地を離れられな
いなどの理由で敷地内にトレーラーハウスを設置し
て暮らしている世帯にも定期的に訪問しています。
仮設住宅の入居期限は２年間ですが、公営住宅を

みなし仮設住宅の扱いでお住まいの場合は、1年を経
過した時点で家賃が発生することになり、その前に
仮設住宅団地に引っ越す方や新たに賃貸契約を結ん
で住み続ける選択をした方もいらっしゃいます。
「仮設住宅のことばかり取り上げられるけど、“み
なし”も大変なんだよ」という本音の言葉を、この間
何度も耳にしました。
これからも季節の移り変わりとともに新たな課題

が出てくると思いますが、その都度まずは寄り添い
の姿勢でお話を聴かせて
いただこうと思います。

災害ボランティアセンターには、今でも多くのボ
ランティアのご支援や、全国からの応援が寄せられ
ています。ボランティア活動者数は延べ5,161人（8
月21日現在）に上ります。また、活動資材や救援
物資をお寄せいただいたり、励ましのメッセージも
多数届いています。
特に地震や豪雨災害などの被災地からも多数寄せ

られており、西日本豪雨災害の被災地からは、たく
さんのミカンとともに子どもたちのメッセージや絵
を描いた「お絵描き軍手」が届きました。また、東
日本大震災の被災地、石巻市や福島県からは、ヒマ
ワリの種や野菜の苗が届き、センターの敷地や仮設

住宅の畑などで大切に育てています。
このように被災地が被災地を応援するという姿勢

は、たくさんの支援をいただいた私たちも考えてい
かなければならないのかもしれません。
１年前の当時を思い起こすとき、辛く大変だった

思い出とともに、全国各地から多くの支援をいただ
いた感謝の気持ちも深くなります。
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取
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。
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薦
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携
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滞
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光
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よ
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催
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が
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し
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催
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。
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学校の取組をご覧いただけます。
厚真高校ホームページ
http://www.atsuma.hokkaido-c.ed.jp/
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